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ネットワーク型BMIにより、利用者の活動範囲が拡大したり、介護介助の負担軽減など
が期待されます。さらなる解読精度の向上や脳活動データベースの有効利用のほか、 
 自然な脳活動を長時間計測し、より直感的なBMIの開発 
 感情・情動コミュニケーション支援を目指したBMIの開発 
など、生活環境での実用化にむけた重要な課題に取り組みます。 

脳活動によって機器を操作する技術（ブレイン・
マシン・インタフェース、BMI）が注目を浴びてい

るものの、日常的な環境下での適用は困難な状
況です。 
我々は、実験室を飛び出し、日常生活環境として
BMIハウスを構築し、生活支援のためのBMI技
術を開発しています。また、従来の神経科学では
扱えなかった自然な状況における脳科学への挑
戦でもあります。 

本研究は総務省委託研究「脳の仕組みを活かしたイノベーション創成型研究開発」により実施したものです。 

日常環境におけるネットワーク型BMI 
～生活支援のBMI技術と自然な状況における脳科学への挑戦～ 

 日常生活環境であるBMIハウス

において生活支援を目指した
BMI技術の開発です。 

 クラウド上にある脳活動データ
ベース検索によるネットワーク型
のユビキタスなBMI技術の開発
です。 

 実験室よりも拘束が少なく、より
自然な脳活動を計測し、調べるこ
とが可能です。 

本研究は、5つの企業･研究機関が連携して実施しています。 BMIハウス｜日常生活環境 
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脳活動計測装置と自律移動車椅子 
実験室は、電磁シールド
などが施され、小さいノイ
ズ環境ですが、一般に狭く
、様々な制限があります。
BMIハウスは家具や家電

などもあり、日常生活環境
を再現しています。一方で
、様々なノイズを考慮した
BMI技術の開発が必要で
す。 
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BMIハウス内の設備 

BMIハウス内は、 
大きなロボットのよう
であり、目や耳となる
様々なセンサ、手足と
なる電動のドアや家
電などによって構成さ
れています。 

携帯型脳活動計測装置（
NIRSとEEGの同時計測）を

行います（左）。計測した脳活
動を解読することで、BMIハウ

ス内の家電などを制御したり
、自律移動車椅子による家の
中での移動支援が可能です（
右）。 

脳活動データベースを検索して、計測された脳活動の情報を解読します。イ
ンターネットによりデータベースにアクセスできれば、様々な場所で誰もが
BMIを利用できる技術を目指しています。 

 

大規模脳活動 
データベース 

クラウド 
脳情報解
読器 

データベース検索による脳活動解読 
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